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【背景】 

熱磁気効果の一つである熱流と

磁場に直交する方向に起電力が生

じるネルンスト効果は，新しいセン

サや熱電変換デバイスに応用でき

る可能性がある．さらに，Fig.1 に示

したようにゼーベック効果型のモジ

ュールに比べて単純なデバイス構

造によりモジュールを実現する事

が可能になる 1)．これまでに基礎的

な物性評価として，ネルンスト効果研究が行われてきたが，実用化を目指したデバイスの開発と評価技術

の確立はあまり進んでいない．そこで本研究では，実際にネルンスト効果により動作するデバイスを試作

してその特性を評価することにより，ネルンスト効果型熱電デバイスの開発と評価に係る技術的な課題を

洗い出すことを目的とする． 

【実験結果】 

基板として 23.0×16.0×0.64 mm3 の窒化アルミニウム(AlN)を使用し，基板上には銅板を利用

して電気回路を形成した．素子にはネルンスト効果が大きく現れることで知られる Teドープした

Bi/Sbの焼結体を用い 2)，12×2×3 mm3のサイズに成形した４つの素子を用意した．素子の端部に

は真空蒸着により Ti/Au を成膜し，接着剤により基板に固定した．端部と基板上の薄膜回路は，

低温焼結型 Agエポキシを利用して電気的接続を形成した．このような手順により実際に作製した

デバイスを，独自に開発した超電導コイルにより外部磁場を印加できる特性評価装置を利用する

ことで，ネルンスト効果により動作するデバイスの熱電発電・冷却現象の評価を行った 3)． 

【結言】 

新しいセンサや熱電変換応用が期待される，ネルンスト効果を利用したデバイスの作製や熱電

特性の評価に関する課題の検討を行うため，Bi/Sb の焼結体を用いて新しい構造のモジュールを

試作した．本発表では，デバイス設計・作製方法の詳細と，今回試作したネルンスト効果型デバ

イスにおいて実際に性能を評価した結果について報告する． 
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Fig.1 (a) The Seebeck-type and (b) The Nernst-type devices. 
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